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長
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野
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平

殿

衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
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提
出
「
テ
ロ
と
の
闘
い
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
君
提
出
「
テ
ロ
と
の
闘
い
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
米
国
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
に
米
国
に
お
い
て
発
生
し
た
テ
ロ
リ
ス

ト
に
よ
る
攻
撃
（
以
下
「
平
成
十
三
年
の
テ
ロ
攻
撃
」
と
い
う
。
）
並
び
に
そ
れ
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
米
国
及
び
そ
の
国

民
に
対
す
る
脅
威
の
継
続
を
受
け
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ー
ン
に
支
援
さ
れ
た
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
が
平
成
十
三
年

の
テ
ロ
攻
撃
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
情
報
に
基
づ
き
、
同
年
十
月
七
日
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
及
び
そ
れ
を
支
援

し
て
い
る
タ
リ
バ
ー
ン
に
対
し
て
、
米
国
に
対
す
る
更
な
る
攻
撃
を
防
止
し
又
は
阻
止
す
る
た
め
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

タ
リ
バ
ー
ン
の
軍
事
施
設
へ
の
攻
撃
等
の
行
動
（
以
下
「
米
国
の
行
動
」
と
い
う
。
）
を
開
始
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る

が
、
平
成
十
三
年
の
テ
ロ
攻
撃
は
、
同
時
に
複
数
の
航
空
機
を
不
法
に
奪
取
し
た
上
で
複
数
の
標
的
を
攻
撃
す
る
等
高
度
の

組
織
性
及
び
計
画
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
国
際
連
合
憲
章
（
以
下
「
国
連
憲
章
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
に
い

う
「
武
力
攻
撃
」
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
十
三
年
の
テ
ロ
攻
撃
に
関
し
平
成
十
三
年
九
月
十
二
日
に
採
択
さ
れ
た
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
（
以
下
「
安
保

理
」
と
い
う
。
）
決
議
第
千
三
百
六
十
八
号
及
び
同
月
二
十
八
日
に
採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
第
千
三
百
七
十
三
号
は
、
個

一



別
的
又
は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
月
二
日
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
事
務
総

長
は
、
北
大
西
洋
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年
の
テ
ロ
攻
撃
が
、
北
大
西
洋
条
約
の
一
又
は
二
以
上
の
締
約
国
に
対
す

る
攻
撃
を
全
締
約
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
と
み
な
す
こ
と
に
同
意
す
る
旨
を
規
定
し
た
同
条
約
第
五
条
の
適
用
対
象
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
旨
の
声
明
を
発
出
し
た
。
さ
ら
に
、
米
国
は
、
国
連
憲
章
第
五
十
一
条
に
従
っ
て
、
安
保
理
の

議
長
に
対
し
て
提
出
し
た
同
月
七
日
付
け
の
書
簡
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
の
テ
ロ
攻
撃
を
受
け
て
個
別
的
又
は
集
団
的
自
衛

の
固
有
の
権
利
を
行
使
し
た
旨
を
安
保
理
に
報
告
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
米
国
等
が
そ
の
内
容
を
安
保
理
理
事
国
に
対
し
て
説

明
し
た
後
も
、
安
保
理
理
事
国
か
ら
、
米
国
等
に
よ
る
自
衛
権
の
行
使
に
対
し
て
異
議
は
唱
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
承
知
し
て

い
る
。

そ
の
後
も
、
米
国
は
、
累
次
に
わ
た
り
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
に
よ
る
米
国
に
対
す
る
更
な
る
攻
撃
が
あ
り
得
る
旨
の
警
告

を
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
も
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
及
び
タ
リ
バ
ー
ン
の
構
成
員
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と

パ
キ
ス
タ
ン
と
の
間
の
国
境
近
辺
等
に
潜
伏
す
る
な
ど
し
て
、
米
国
等
に
対
し
て
更
な
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
行
為
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
存
在
す
る
等
の
種
々
の
情
報
に
接
し
て
き
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
含
む
諸
般
の
事
情
に
照
ら
し
、
米
国
の
行
動
は
適
法
な
自
衛
権
の
行
使
で
あ
る
と
考
え
て
い

二



る
。
な
お
、
一
般
市
民
の
被
害
を
最
小
限
に
回
避
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
米
国
も
こ
の
点
を
最
大
限
考
慮
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

�
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
の
テ
ロ
攻
撃
が
発
生
し
た
後
も
、
世
界
各
地
に
お
い
て
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
又
は
そ
の
関
連
組
織
の
関
与
が

疑
わ
れ
る
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
構
成
員
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
間
の
国
境
近
辺
等
に
潜
伏
し
、
タ
リ
バ
ー
ン
と
の
協
力
関
係
を
有
し
て
い
る
と
の
情

報
や
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
が
世
界
各
地
の
テ
ロ
組
織
と
の
連
携
を
強
め
て
お
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
以
外
の
国
に
お
い
て
も

更
な
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
行
為
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
存
在
す
る
と
の
情
報
に
接
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
の
テ
ロ
攻
撃
を
受
け
て
行
わ
れ
て
い
る
「
不
朽
の
自
由
」
作
戦
下
の
米
国
等
の
活
動
は
、
国
連
憲
章
第
五
十

一
条
の
個
別
的
又
は
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
も
の
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

平
成
十
三
年
十
二
月
五
日
の
ボ
ン
合
意
を
受
け
て
同
月
二
十
二
日
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
暫
定
政
府
が
成
立
し
た
後
に
同

国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
「
不
朽
の
自
由
」
作
戦
下
の
米
国
等
の
活
動
は
、
国
際
法
上
は
、
基
本
的
に
は
、
領
域
国
で

三



あ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
同
意
に
基
づ
い
て
、
同
国
の
警
察
当
局
等
の
機
関
が
そ
の
任
務
の
一
環
と
し
て
行
う
べ
き
治
安
の

回
復
及
び
維
持
の
た
め
の
活
動
の
一
部
を
補
完
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
と
観
念
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
念
さ
れ
る
活
動
は
、

国
際
法
上
は
、
国
連
憲
章
第
二
条
第
四
項
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
武
力
の
行
使
」
に
は
当
た
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
自
衛
権

の
行
使
に
当
た
る
こ
と
又
は
安
保
理
の
決
定
に
基
づ
く
こ
と
を
理
由
と
す
る
違
法
性
の
阻
却
を
論
ず
る
必
要
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

四


